出前講座に関するアンケート　集計結果報告
講座名　：　防災と危機管理　　　　　　　　　　　　　　　
講演日　：　２０１２．１０．２６　　　　　　　　　　　　　　　
所属機関名　：　シニア自然大学校　　　　　　　　　　　　　
依頼者名　：環境科　長谷川清満　　　　　　　　　　　　　　　
	 ・　受講人数　　　　　　　　　

	 　　４６　人



①　講座時間
	　　１．短い　　　　　　　　　　　
　　２．長い
　　３．適当
	 　　６　　人

	
	 　　５    人

	
	   ３５ 　　人


②　内容の理解度
	　　１．良く理解できた
　　２．ある程度理解できた
　　３．あまり理解できなかった
	  　 ６　   人

	
	    ３９ 　 人

	
	      １    人


③　本日の講座において、理解できた・関心のあった内容
	・災害時の国交省の動き、具体的な事例でよくわかった。
・地震の起きやすい日本の地質構造。
・最近の異常気象。(海洋図の特徴)

・東南海・南海地震について。
・避難時のための地域防災マップの作成。
・防災について、行政に期待するより、自分で身を守る。
・熱帯低気圧のもたらす台風による降水量が増加傾向にある。
・地形による津波の高さが変化。
・地震の予測・予知の難しさ。
・大地震に対する自治体の対策。
・国の広範囲な危機管理体制の現状。
・「地域」についてよく知る必要性を感じた。
・地震、津波に対する防災対策のあり方。
・災害の規模により対応する行政が異なる点。


④　本日の講座以外で知りたい内容
	・今後のダム工事の動向。
・災害時の生活物資の供給体制について。
・六甲山の崩壊が恐ろしい。(六甲在住)
・液状化対策。特に、河川堤防の浸透崩壊対策。
・土砂ダムによる二次災害。
・南海トラフの関西活断層に及ぼす影響。
・異常気象の状況と対策。
・地元自治体の防災体制のあり方。
・サイバーテロ対策、原発事故対策について。
・地震予知と防災システム。
・地球温暖化に対する国交省の対応。
・予想される大災害に対してどの様な具体的な対策を考えているか。
・災害に対して我々がすべきこと。防災マップを地元で進めるステップについて。
・もっと近畿に絞った災害と防災体制が知りたい。
・災害時の家族や知人との連絡の取り方に進展があるのか。
・異常気象に対する河川管理の実情。


⑤　その他自由意見
	・文字が小さくて分かりにくい。要約して欲しい。
・国交省として、被災者救護体制、土壌の迅速な復興作業体制の充実をお願いしたい。
・避難訓練について、昼間と夜間を各々に実施すべき。
・資料が多すぎた。もう少し絞ってほしい。
・災害に対する危機意識を高めるため、強制的な防災訓練が必要ではないか。
・「正しく恐れる」は、まさにそのとうりだと感じた。
・南海トラフ地震に絞った話が聞きたかった。
・国交省と他省、自治体との位置づけが分かりにくかった。


